
盆綱（田宮町）

問 文化芸術課（中央生涯学習センター内）☎871-2301

平成元年8月撮影

うしく写真クラブ「みち」所蔵

問　都市計画課☎内線2522

正直町皇産霊神社のムクノキ

巨 樹牛久の

「牛久の巨樹」P112～113掲載 ※お求めは都市計画課まで（1200円）

新
緑
の
日
に
あ
た
り
つ
つ
初
夏
を
待
つ�

枝
さ
ん

雷
鳴
に
蚊
帳
に
と
び
こ
む
幼
き
日�

ヒ
ロ
シ

山
法
師
花
の
白
さ
に
母
か
さ
ね�

髙
階
さ
ん

つ
く
波
山
北
に
く
っ
き
り
元
気
わ
く�

小
山
さ
ん

木
の
下
を
ひ
っ
そ
り
と
飛
ぶ
夏
の
蝶�

塚
本
さ
ん

に
が
う
り
の
雄
花
ば
か
り
が
咲
き
競
い�

堀
さ
ん

笑
顔
満
つ
児
童
ク
ラ
ブ
に
夏
近
し�

荒
井
さ
ん

バ
ラ
園
の
深
紅
の
カ
ラ
ー
す
い
こ
ま
れ�

月
田
さ
ん

石
垣
に
さ
し
い
で
お
り
し
ふ
き
の
と
う

　
　
　
西
日
を
受
け
て
鐘
の
如
し�

高
橋
さ
ん

文芸さろん ―葉月 ―

ワ
タ
シ
マ
ー
ス
ヨ
」
と
連
呼

し
な
が
ら
各
家
を
回
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
、
墓
地
を

周
回
し
た
ジ
ャ
か
ら
灯
明
へ

魂
を
移
し
、
各
家
は
そ
の
灯

明
を
提
灯
に
入
れ
て
持
ち
帰

り
、
お
盆
を
迎
え
ま
す
。

※�

撮
影
当
時
ま
で
は
ワ
ラ
と

干
ガ
ヤ
で
作
り
、
目
に
ナ

ス
を
い
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
既
製
品
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
平
成
元
年
８
月
に

撮
影
さ
れ
た
田
宮
町
で
の
盆

綱
の
様
子
で
す
。

　
こ
の
行
事
で
は
、
小
学
生

が
お
盆
の
入
り
の
午
後
に
、

「
ジ
ャ（
蛇
）※
」
と
よ
ば
れ

る
綱
を
担
い
で「
ホ
ー
ト
ケ

サ
ー
マ
ー
ノ
ー
ラ
ッ
セ
」
と

い
い
な
が
ら
墓
地
を
回
り
ま

す
。

　
昔
は
、
そ
の
後「
ホ
ー
ト

ケ
サ
ー
マ
ー
オ
ン
ジ
ャ
ッ

タ
」「
ホ
ー
ト
ケ
サ
ー
マ
ー

明治・大正・昭和の

「昔のうしく」の写真を募集しています。

　
国
道
４
０
８
号
を
成
田
方
面

に
向
か
っ
て
進
み
、
正
直
交
差
点

手
前
約
１
０
０
ｍ
の
所
を
左
折
し
、

20
ｍ
ほ
ど
の
右
側
が
皇
産
霊
神
社

で
、
石
段
を
上
が
っ
た
境
内
の
本

殿
左
側
前
方
土
手
の
肩
に「
市
民

の
木
No
・
33
ム
ク
ノ
キ
」
が
あ
り

ま
す
。
２
０
０
６
年
の
測
定
で
は
、

幹
周
３
・
33
ｍ
、
樹
高
15
・
７
ｍ
、

最
大
樹
冠
幅
９
・
８
ｍ
で
し
た
。

　
ム
ク
ノ
キ
は
本
州（
本
県
が
北

限
）
か
ら
琉
球
に
分
布
し
、
市
内

で
は
斜
面
林
な
ど
に
自
生
し
て
い

ま
す
。
市
内
最
大
の
ム
ク
ノ
キ
は
、

幹
周
６
・
09
ｍ
、
樹
高
26
・
１
ｍ

の
島
田
町
永
沼
家
の
御
神
木
で
す
。

昔
は
、
材
が
強
靭
な
た
め
天
秤
棒

や
、
葉
を
研
磨
に
使
用
し
た
そ
う

で
す
。
ま
た
果
実
は
直
径
７
～
12

㎜
で
、
黒
く
熟
す
と
甘
酸
っ
ぱ
く
、

野
鳥
の
大
好
物
で
す
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く

里
山
の
会
樹
木
リ
サ
ー
チ（
文
章
・

写
真
：
戸
塚
昌
宏
）

【作品募集】イラストや俳句、川柳、短歌など

【あ て 先】�〒300-1292牛久市中央3-15-1�

「広報うしく文芸さろん」係�

FAX：873-2512�

E-mail：shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

【記載事項】�作品、氏名、電話番号、匿名希望の

方はその旨（ペンネームもOK）
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